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会社概要

IoTサービス
「SOFINET CLOUD」

地域創生CATVサービス
「Channel-i」

業務自動化(RPA)サービス
「WinActor」

ビッグデータ整備サービス
「SOFIT Super REALISM」

健康ソリューション
「栄養Pro」

民間企業向けサービス
「SOFIT 生産管理」

「人事-給与-会計システム」
「受託開発」

保育総合支援サービス
「Kid’s View」

公共団体向けサービス
「保健福祉システム」

「観光-地方創生システム」
「グループウェア」

その他サービス
「セキュリティ対策ソフト」

「文教ソリューション」
「農業IoTシステム」

事業内容

社 名 日本ソフト開発株式会社

設 立 1972年（昭和47年）2月

U   R    L https://www.nihonsoft.co.jp

資 本 金 １億9,000万円

営 業 拠 点 滋賀本社、東京支店、大阪支店

代 表 者 代表取締役社長 蒲生 仙治

従 業 員 142名

取 得 ISO/IEC27001取得 ISO9001取得

電気通信工事業 滋賀（般-3）第61565号 ほか

加 盟 団 体 J-LIS（地方公共団体情報システム機構）、ASPIC（一般

社団法人日本クラウド産業協会）、公益社団法人日本水

道協会、一般社団法人地域環境資源センターほか

表 彰

事業内容 滋賀県米原市に本社を構え、創立 50 年の歴史を重ねる

ICTベンダーです。Society5.0社会を創造すべく価値の進化に挑戦し

ており、全国の官需にクラウド型遠隔監視制御サービス 「SOFINET 

CLOUD」をはじめ各種ＩＣＴサービスを提供しています。

イノベーション大賞
「Kid’s View」

RPA更新賞全国１位
「WinActor」

総務大臣大賞
「SOFINET CLOUD」

https://www.aspicjapan.org/event/award/11/index.html
https://www.aspicjapan.org/event/award/11/index.html
https://www.aspicjapan.org/event/award/16/index.html
https://www.aspicjapan.org/event/award/16/index.html
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社会の変遷と当社のあゆみ

【特許取得】
- 高速度信号伝送方式
- 遠隔監視システムの監視方法
- プログラム変換方法
- 映像監視方法

ＥＤＰＳバッチ処理

情報化
人材育成

基
幹
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報
処
理
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ッ
ト
ワ
ー
ク
化

計
算
機
と

情
報
処
理

●21世紀型情報サービス産業をめざして

●1992年 「ＳＯＦＩＴシリーズ」強化
-マルチメディア商品群のリリース

-「 SOFINET WATER 」リリース

●1990年 「SOFITシリーズ」発表とリリース展開
（新時代に向けた商品コンセプトの開発）

●1986年 4GLプロトタイピング「Ai MUSASHI」エンジンの開発着手
-ソフトウェアオープン化、マルチメディア商品開発展開
-F340システム導入

●1984年 医事システム「LAN MAPS」のリリース F320 システム導入

●1980年 F230-130と県内初高速日本語処理システムの導入サービス強化へ

●1970年 システムエンジニアの育成を目指して…専門学校設立

●1972年 学校卒業生の地域社会に向けた情報化の貢献を目指して
…EDPSセンター業として日本ソフト開発スタート

●1975年 F230-28センター業務拡大と入力センターの強化

ネオダマの進展

多
元
的-

多
様
的

ネ
オ
ダ
マ
高
度
情
報
処
理

グ
ロ
ー
バ
ル

多
様
性

20XX年

戦略テーマの
統一と挑戦

小規模大企業化
への挑戦

情報産業企業化
ＮＳＫ起業

創 業

コアビジネスの
強化進展

●2014年～ グローバル展開へリサーチ
（アメリカ-中国-ベトナム）

第四次産業革命

クラウドコンピューティング
IoT、BIG DATA、AI、ロボット、VR 強靭化

【特許取得】
- CATVを用いた双方向広告

受発注システム方式

ネオダマ社会に向けた
高度情報化

システム環境の構造転換

汎用機、オフィスコンピュータ、
パーソナルコンピュータの進展

2011.3.11
東日本大震災 ●2013年 価値創造-拡大を視野

-「 SOFINET CLOUD 」リリース

情報化社会環境の変化 当社の歩み

●2022年 ASPIC IoT-AI-クラウド
アワード2022 総務大臣賞受賞

-「 SOFINET CLOUD 」
情報通信技術の多様化-進展

情報コミュニケーション融合発展
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水環境分野の市場動向

2025年の崖を突破する！！

省庁業務移管、法改定・整備
官民連携、広域化、標準化、規制緩和

IoTで人とモノが繋がり、得られた情報から知識や情報が共有され、
情報を分析する面倒な作業から解放され、新たな価値が期待される。

ＤＸ
推進

これまでの社会

水インフラ事業
防災対策事業

上下水道、農業用水
雨水排水、アンダーパス

消融雪、民需分野

Society5.0社会

上下水道事業に期待されるICTのイメージ

水質
データ

運転
管理

浄水 配水 下水処理

アセット
データ

気象
連携

予測
データ

監視制御 運転-保全支援 需要予測-分析

SOFINET CLOUDはパートナシップを図り社会に貢献します

各種
台帳

人材不足-収入減少
技術継承

施設や管路の老朽化

戦略
戦術

ミッション

目指す先は

これからの社会

必要な知識や情報が共有されず、価値の創出が困難であった。
最適な情報を見つけ、分析する作業に困難や負担が生じていた。

？
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当社IoTの実績と管理手法

315事業体の約6,500施設で稼働
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サービス概要

太陽光・電池式IoT
（農業・河川・ため池 等）

上下水道・農業用水
アンダーパス・雨水排水
民間工場・建設現場 等

気象観測・水位・冠水 等

カメラ監視-ドローン
（動画-静止画）

監視・制御
設備台帳・保全台帳

異常診断

メール通報・音声通報

公開サーバ
メール配信 等

潮位-水位-氾濫予測
機器故障予測 等

オープンデータ
国交省PLATEAU 等

ＡＰＩ連携

監視-制御-通報

収集-蓄積分析-診断-活用

※API連携を通じて各社が提供されるクラウドサービスとの連携を求めています。

LTE（NTTdocomo、KDDI）
LPWA（sigfox、LTEcat.1、cat.4）

光回線（NTT東西）

漏水検知 等

閉域網
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サービスの特徴

社会インフラ事業に求められる、高度な技術と経済的で拡張性の高いサービス。

コンセプト 具体的な取り組み

Scalability 拡張性 複数メーカーの汎用機器、多様なネットワークに対応。

Opportunity 好 機 水処理エンジニアリング会社4社とOEM協業提供。

Flexibility 柔軟性 規模、運用、コストに応じたラインナップ。

Initiatively 創造力 他社システム連携を図り価値創造に展開。

Novelty 進 化 毎年20項目以上において価値の進化を実践。

Economical  経済性 ライフサイクルコスト抑制。最適リソースで運用。

Trusty 信頼性 東西IDCともに冗長化（CPU、メモリ、HDD、NW機器）
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IoT機器の設置事例

農集排処理場 設置事例 マンホールポンプ 設置事例

運用、規模、コストに応じた「柔軟な構築」！

水道施設 設置事例 水門 設置事例

監視端末-ルータ
監視端末-ルータ

監視端末兼ルータ

監視端末兼ルータ
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サービスの詳細説明

●政令指定都市の導入率：60% 
中核都市の導入率：40%以上
で稼働中。

可用性の高いサービス

●毎年20項目以上の機能強化を実践。

災害に強いデータセンター

●通信は巨大地震でも破損の可能性が極めて
低い、強固なトンネル「とう道」に直結。

自家発設備は連続無給油48時間以上稼働

実績豊富な汎用品に対応

●実績豊富な11メーカー18機種に対応。
既設資産との親和性が高い。

ＬＰＷＡに対応したサービス

●電池、太陽光など自然再生エネルギーを
活用した構築も可能。

進化を遂げるクラウドサービス 拡張性に優れたサービス

●AI水位予測システムなどと連携により、
更に価値の高い情報に展開。

確かな実績

事業継続と信頼のサービス

●東西データセンターの二重化運用により
稼働率の高い運用を提供。

●安心してご利用頂くため、多機種に対応し
半導体不足においても安定供給を実現。

Business
Continuity

安心の協業展開ネットワーク

●大手水処理エンジニアリング会社４社の
OEM提供や地方エンジニアリング会社、
維持管理会社など多数のネットワーク。
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イノベーション・コスト効果

①コスト効果

➤東西データセンター二重化運用で高稼働率。
➤適宜セキュリティー脆弱性診断を実施。

データを預けて大丈夫なの？

オンプレミス型監視システム クラウド型監視システム

➤高価な中央監視装置は一切不要のため。
➤サービス基盤が整っており、構築期間が短いため。
➤リードタイムが短く生産効率が良いため。
➤老朽化に伴う中央監視装置の更新費が不要のため。

効
率
ア
ッ
プ

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

監視機材保守管理

クラウド利用料
（回線費含む）

中央監視装置
ハードウェア構築

ネットワーク構築

監視アプリケーション
基盤構築

監視機材保守管理

通信費
（光回線等）

ネットワーク構築

監視アプリケーション設定

子局監視端末
ハードウェア構築

機器設置-配線工事

子局監視端末
ハードウェア構築

機器設置-配線工事

老朽化に伴う更新費

人件費
（点検/運用管理）

老朽化に伴う更新費

人件費
（点検/運用管理）

コスト抑制できるってホント？

➤知りたい時に知りたい情報が迅速に入手共有できる。

➤進化し続けるサービスを享受。

➤データの可視化で適切な運転管理に寄与。

➤有益なサービスと連携し、進化発展が期待できる。

どんな効果があるの？！

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
低
減

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
低
減
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サービスラインナップ

サービス区分-機能 ライトプラン スタンダードプラン プレミアムプラン

地図表示・掲示板 ○ ○ ○

現在警報・発生件数 ○ ○ ○

現在状態（グラフィック画面） - ○（任意手動接続） ○（高頻度接続）

リアルタイムグラフ - - ○

遠隔操作・設定値制御 - ○ ○

操作履歴 - ○ ○

管理帳票・各種グラフ・ＣＳＶ出力 - ○（日・月・年報） ○（日・月・年報）

運転履歴 - ○ ○

異常診断 ○ ○ ○

設備台帳 ○ ○ ○

保全台帳 ○ ○ ○

外部通報（メール・音声） ○ ○ ○

スマートフォン専用アプリ ○ ○ ○

ＡＰＩ連携・カメラ監視 ほか △（オプション）
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セキュリティー対策（安心安全）

死活監視、ウィルスチェック、障害監視、ログ管理、時刻同期など、お客様のセキュリティ基準に

抵触なくサービス提供。

適宜、Ｗｅｂアプリケーションの脆弱性診断を実施。

総当たり攻撃対策として、ログイン回数制限、ワンタイムパスワード、２段階認証による運用。

遠隔操作は特定の端末に限定する運用も可能。

設計

構築

運用

保守
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事業継続・信頼性

技術情報が開示可能な汎用品を活用し、ベンダーロックインを排除。

サービスの提供が不可能になった場合の利用者への配慮

東西IDCにて自動切換えによる2重化運用。

多くの選択肢を設け、不測の事態を回避。

異なる回線による2重化運用。

災害やパンデミック、テロなど外的要因を想定した対策

取扱説明やFAQを設け、理解度向上を実施。

インフォメーション機能を活用し、課題やニーズを収集。

インフォメーション画面

利用者の利便性・サービス向上

それ使えるやん。

ＤＸへ突っ走るよ
早いよー
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拡張性について

お客様の満足度向上を目的として、

毎年２０～３０項目の機能強化を実施。

DXの推進

価値の拡大

・APIデータ連携による二次活用

・水位予測、公開サーバへ展開

・電池型、太陽光型の小型IoT

・名刺サイズの超小型IoT

・警報データを統計分析し可視化

・漏水や経年劣化の異常診断

価値の進化

・セキュリティー対策活動

・ＷＥＢアプリ機能改善、強化

・サービス稼働率向上活動

機能改善-強化
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岐阜市における
防災対策の取組み

岐阜市 基盤整備部 河川課
酒井 景祐
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防災対策事業の現状

市内２２箇所に以下の施設が点在。
●雨水排水機場（７箇所）
●可搬式ポンプ場（７箇所）
●水中ポンプ場（８箇所）

出水時は、委託した地元操作員や水防団が出動し、
天候や内水位、外水位を確認しつつ現地作業を実施。

有事の際は、緊急対策本部を立ち上げ、関係機関と
連携をとり、総動員で対応。

可搬式ポンプ場

雨水排水機場 外観 排水ポンプ

排水ゲート監視室 操作盤

河川課の雨水対策

水中ポンプ場
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排水機場の運転管理

※ＮＨＫ災害列島命を守る情報サイトより引用
https://www3.nhk.or.jp/news/special/saigai/select-news/20220825_01.html
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防災対策事業の取組み

１．ＩｏＴとカメラ監視の構築により、データ管理と視認性が
向上し、現地の状況がいち早く把握でるようになった。

２．メール通報により迅速な共有と早期対応に繋がった。

３．現場作業員、水防団との情報共有が円滑になった。

市職員と現地操作員が、電話や
ＦＡＸを利用し、情報共有を行っ
ていた。

情報収集・共有に多くの時間を要
していた。

課題 ＩｏＴ整備後の効果

導入後

排水機場 監視カメラ設置 ＩｏＴ機器設置 超音波式水位計設置
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防災対策の強化

AI水位計測
モデル運用GPUサーバ

水防情報管理
アプリケーション

警戒危険サービス
情報通知サービス

AI水位計測
モデル作成学習GPUサーバ

携帯型乾電池
カメラ

河原町エリア
河川監視カメラ

岐阜県
川の防災情報サイト

クラウド型遠隔監視
サービス

連携

連
携

連携

雨水排水施設

アンダーパス

下水道施設

連
携
（
将
来
）

水防情報を一元的に取得、運用することで、水防体制時における対応力の更なる強化を図るとともに、
管理者や市民に対し適時的確に情報提供することにより、スマートシティぎふ推進プロジェクトの
一環として、安全性の向上、ならびに総合防災力の充実強化を図る。
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岐阜県土地改良事業団体連合会
におけるICTの取組み

岐阜県土地改良事業団体連合会
管理部 ストックマネジメントセンター長

堀口 昌孝
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岐阜県土地改良事業団体連合会 事業内容

●昨今の農業農村整備のテーマ その１ ICTの利用
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ため池管理事業

●昨今の農業農村整備のテーマ その２ ため池の適切な管理

農業用ため池の管理及び保全に関する法律（平成31年法律第17号）の制定



Page.23

取り組みの経緯

●ため池管理（監視）にもICT！！が使えるよね。

●情報通信機器-サービス（ハード-無線通信サービス）等が手軽で

安く使えるようになった。

ソーラーパネル
バッテリー
監視カメラ
水位計
LTE通信装置
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取り組みの経緯

●それでもやっぱり…

に～百万くらい？

ため池を管理しているのは、管理組合、自治会（町内会）、個人も多い…

ソーラーパネル
バッテリー
監視カメラ
水位計
ＬＴＥ通信装置
基礎工事（土木）
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取り組みの経緯

●日本ソフト開発株式会社が来訪

●内容：集落排水処理（下水）真空管路システムの

クラウド監視システム
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取り組みの経緯

●日本ソフト開発株式会社が来訪

●内容：集落排水処理（下水）真空管路システムの

クラウド監視システム

真空管路システム※荏原製作所
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取り組みの経緯

●真空弁ユニットには電源も通信もないけど、どうやって？

電池が10年保つ？！
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取り組みの経緯

●右絵のような監視システムも個々には高くない部品なのに、

どうして値が上がるのか？

水位計： 水位を4mA～20mAの電流に変換。

→連続駆動には結構電力を食う

カメラ： CCD or CMOS（画素センサ）を

動かすのに電力を食う

映像系はデータ容量が大きく、CPUで

データ演算処理するのに結構電力を食う

通信電力：大容量データ通信をするのに結構電力を食う

設置工事：設置に手間を要する

大容量バッテリーが必要 それでも足りないので、太陽光パネルが必要
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●日本ソフト開発が取り扱うIoT端末は、マスプロ電工と

共同開発したB2B用の製品

センサーは接点

接点センサーは、ON/OFFを検知するだけの

機能でほぼ電力を食わない。

通信はLPWA（sigfox）

通信1回のペイロードは12バイト

データ容量が極小、代わりに消費電力も極小

だから乾電池で10年使える。

取り組みの経緯
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●だったらこういうの、できませんか？

接点センサーとしてフロートスイッチを使用した、ため池監視システム！

安く！

実証実験できるため池を見繕って

紹介しますから！

取り組みの経緯
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名刺より小さな
冠水センサ

手のひらサイズの電池式
ＩｏＴ端末

警報履歴を１０年間保存。

冠水センサーが動作（発生-復帰）した際ク
ラウドサーバ―へ通信を開始。

電池寿命（目安）
条件： 1日5回送信の場合
（常温25℃）で約１０年

実証実験（電池式IoT）
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弁当箱サイズのＩｏＴ端末
水位と画像を間欠送信

静止画と水位の状態画面

ＩｏＴ／バッテリーボックス

太陽光パネル

監視カメラ

データ送信間隔は、正常時３０分間隔、
異常時は１０分間隔で検証。

実証実験（太陽光式IoT）

警報履歴、管理帳票
は１０年間保存
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実証実験の検証

＜効果＞

１．「冠水センサー」、「水位計のみ」、「水位計＋カメラ（静止画）」の３種類を設置。

１年半経過し、各センサー、IoT端末、蓄電池いずれも問題なく稼働中。

２．防災のみならず、治水・利水管理にも有効。（過年度比較、貯水量演算）

３．予算が厳しい管理組合、自治会（町内会）、個人においては、

水位計によるデータ管理はできなくとも、「冠水センサー」による簡易な異常通知でも

効果は期待できる。

雨量データと警報履歴の相関を可視化できれば更に効果はあると考察します。

＜課題＞

モバイル回線やLPWA通信が厳しい山間部における低コストな回線の検討。



Page.34

その他事例
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J-ALERT連携 地方整備局

従来はテレコン・テレメータ―を活用し、水門の
監視・制御を行っていた。

J-アラートの津波警報を受け、ゲートの自動閉鎖を構築。

導入後
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潮位データ連携 西宮市

1年先までの潮位データを取り込み、現在水位と相関グラフ表示。

潮位予測実水位

現在時刻

従来はテレメータに
よる監視運用を行っ
ていた。
潮位データと実水位
の相関はこれまでも
運用されていたが、
運用面、機能性、
初期費、維持費など
総合的に鑑みクラウ
ド運用を採用する
方針となった。

導入後
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PLATEAU連携 摂津市

３Ｄ都市モデルの構築連携（Project PLATEAU--国土交通省）

水位計やゲートの状態を職員の閲覧のみで非公開で運用していたが、3D都市モデル「PLATEAU」に展開し、
一部データを公開。

摂津市内水路水位計リアルタイム表示（3D都市モデル重ね合わせ表示）
連携企業：㈱WorldLink & Company・・・4D LINKスマートシティ-クラウド

＜現在の運用＞
●地図表示
●現在警報-警報履歴
●現在状態
●遠隔操作-操作履歴
●運転履歴
●管理帳票（日月年報）
●外部通報（メール-音声）
●設備台帳-保全台帳

＜水門＞
-状態データ
-水位データ

-警報データ

IoT端末

PLATEAU

IoT端末

Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携



Page.38

建設現場IoT 大林組

１．保有資産（既設ＰＬＣ）の活用
２．コストとリードタイム削減
３．運用管理の平準化-共通化
４．実績と信頼性の評価

総合エンジニアリング会社より
提案を受け、SOFINETCLOUD
の採用に至った。

接続先のアカウントやパス
ワードなど切り替え、現場毎
にアクセスしなければならず、
状況確認やデータ収集に手間
を要していた。

効果
展望

課題
解決

--Ｎ箇所

スマホ専用アプリによる利
便性の高い運用や異常時の
通報手段が更に強化され、
業務の省力化や安全安心な
運用が強化された。

１．管理上クリティカルなセン
サーデータは秒単位のデー
タを取得したい。

２．月次の点検業務のデジタル
化を推進し、目視点検同等
の精度と更なる業務の効率
化、安全安心な施工、品質
管理へ展開したい。

課題 検討と実現 効果

展望

建設現場におけるIoTの効率的構築と運用
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今後の進化発展
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雨水排水機場や水門など稼働情報、水位情報を一般公開。

外部データ、ＡＩ予測システムと連携しｎ時間先の水位予測。

新たな取り組み（API連携）

赤枠は国交省から取得する水位-雨量データ

青枠は監視中の施設データ
施設の適正な運転管理、異常時の早期対応を目的とし、AI水位予測と連携。

API連携

API連携
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項目 仕様

通信方式 LTE通信（LTE-cat.4）

観測項目 雨量、気温、湿度、風向、風速、照度、紫外線量

駆動
太陽光パネル-蓄電池
（不日照稼働時間：ｎ日間 電池交換目安：３年毎）

動作仕様
夜間不日照時間に基づき、太陽光パネル、蓄電池のスペックを策定。正常
時はｎ分間隔、異常時（一定の値を超越した際）はｎ分間隔で動作。

新たな取り組み

項目 仕様

通信方式 Sigfox通信

観測項目 超音波式水位 土木積算基準で安価に設置

駆動 電池式：６ヶ月程度稼働

動作仕様 １０分毎の定期送信

ウェザーステーションIoT

小型IoT水位計 水圧式水位計
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製品 概要

新たな取り組み

傾斜センサーIoT

通信内蔵の3軸傾斜センサーで微細な変化を
モニタリング。
斜面崩壊やインフラ構造物の老朽化の監視、
巡回点検の負担軽減に貢献します。

定時送信に加え、急な傾き・衝撃・振動を検知 すると、
1分間隔で計10回の振動アラートを送信。 関係者への緊
急通知と、刻々と変化する状況を 把握できます。

項目 概要

超小型IoT端末

LTE Cat.4
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海外チャレンジ
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海外チャレンジについて

令和３年度地域産業デジタル化支援事業（アジアでの環境分野のIoT活用型遠隔管理等高度化支援事業）
地球環境センター様の構成員として参画。
壽環境機材様、三相電機様と協働のもと、当社はIoTサービスの構築支援を実施。

＜検証結果＞
グローバルSIM（ベトナム対応）を利用し、日本国内の運用レベル
と遜色ないサービスを提供できることが確認できた。

課題は多言語化によるマルチ対応と現地時刻対応。
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海外チャレンジについて

遠隔監視システム（浄水貯留槽-エビ養殖）

ベトナム国内(浄水貯留槽)

 貯留槽の水質データ(pH値等)を表示
 現地の状況(電源、設備状態)を表示
 IoT端末から水質データ(pH値等)を取得

日本国内

 海外LTEを利用

 IoT端末がPLCにポーリングを行い、水質データ(pH値等)、現地の状況
(電源、機器状態)を取得

 IoT端末にて水質データ(pH値等)を蓄積
 IoT端末が設備故障-停電-処理水pH異常を判断し、クラウドに通知

インドネシア国内(エビ養殖) の計画であったが、covid-19により日本国内で実施
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海外チャレンジについて

制御盤設置状況

盤内IoT機器

施設設備風景 制御管理室 制御管理室外観

ベトナムの民間浄水施設

大阪工業大学内 カニ水槽

水質監視と酸素発生
装置による供給量の
遠隔操作



Society5.0時代の豊かな未来社会に向けて、
皆様とパートナーシップを図り

一層お喜び頂けるサービスへと挑戦し続けて参ります。
ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い申し上げます。


